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「LGBTQ と同性結婚」       
 
     輪番 楠 活也 

 
  

 

“人生は苦なり”お釈迦様の教えの根本です。その苦は、三毒と呼ば

れる私たちの、むさぼりの心（貪欲）、怒りや憎しみの心（瞋恚）、おろかさや無知の心（愚癡）

が原因です。人間の歴史をみると、多くの人が差別に苦しんできました。今も多くの方がいろんな

差別に苦しんでいます。その原因は、なんでしょうか。それは、私たち一人一人が持つ、おろかさ

の心、つまりは無知が生み出したものではないでしょ

うか。相手を正しく理解せず、先入観や偏見で人を判

断する。その無知の心が差別を生み出しているように

思えてなりません。シアトル別院では、11月 18日に

LGBTQ セミナーが開かれます。LGBTQ とは、 Lesbian, 

Gay, Bisexual, Transgender, Queer のことです。現在、大

きな問題になっています。 LGBTQ のことに関して、

私は知らないことばかりです。そのことで、LGBTQ の

人々に対する偏見も生まれているように思います。こ

の LGBTQ のセミナーに参加させていただいて、LGBTQ

の方々のことをもっと知りたいと思います。おろかさ

や無知の心をなくしていくことが、みんなが楽しく安

穏に生きていく道です。この機会に一人でも多くの方

に、LGBTQ のセミナーに参加していただきたいと思い

ます。今日は、4年前に書いた、同性結婚に関する記

事を紹介させていただきます。 

 

仏教は、生きとし生けるもの全てのための教えである。

そのため、いかなる差別も認めていない。私の属する、

浄土真宗本願寺派、米国仏教団は、いかなる性差別も

認めないという立場に立っている。２００４年には、

開教使会で、同性愛者の結婚を支持する決議がなされ

た。実際に、同性愛の結婚式を司婚した開教使もいる。
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11月の予定 

 

５日（日）10時 家族法要 

      日本語プログラム無し 

     11時 お寺大掃除 

１０日（月）ベテランズデイ事務所休み 

１２日（日）10時 報恩講法要・お稚児行列 

       ご法話  古本竜太師 洗心寺  

     10時 45分 日本語法要 

18日 “Rainbow of Infinite Life:  LGBTQ  
      in Shin Buddhism Seminar 

１９日（日）10時 家族音楽法要 

      ご法話 ジェフ・ウィルソン博士 

    10時 45分 日本語法要 

２３・２４日   感謝祭 事務所休み 

２６日（日）10時 家族法要 

     10時 45分 日本語プログラム 

  ＊＊＊ 

２日（木）1時半 日系マナー法要  

1６日（木）1時半 日系マナー法要  

2８日（火）10時半 敬老ホーム法要 

30日（木）11時メリル・ガーデン法要   
 



性に関する事で言えば、２０１３年２月の米国仏教団の総会で、Boy Scouts of America に対して、性

の違いによる制限を無くすよう働きかける決議を出した。また、米国仏教団の Center for Buddhist 

Education は、ゲイ、レズ、バイセクシャル、トランスジェンダーに関するセミナー（オーバーザレ

インボー）も開催している。 

仏教の目的は、悟りを開くことである。仏教徒としては、悟りを目指していきることが大切である。

悟りを開くということは、煩悩を無くすということである。人間は、多くの煩悩を抱えながら生き

ている。人は一人では生きていくことはできない。人は人と出会い、そして、ともに生きていく。

その中で、愛が芽生え、夫婦となることもある。愛は、私たちの生活を楽しく豊かなものにしてく

れる。しかし、その反面、愛は、嫉妬や憎しみに変わることもある。愛は、私の執着の一つである。

愛にいいも悪いもないが、愛は、私の苦しみの因になるというのは事実だろう。 

同性であれ、異性であれ、結婚するということは、そこには愛があるということである。結婚し家

庭を持つということは、私の中の執着が一つ増えるということである。結婚する人は皆、この事実

をしっかり受け止めることが大切である。 

私たちの宗派、浄土真宗は、念仏をし、自らをありのままに見つめることが大切であると教えてい

ただいている。法然上人は、「念仏を生活の軸としなさい。戒律を守った生活した方が念仏しやす

いのであれば、そうすればいいし、妻や家庭を持った方が念仏をしやすいのであれば妻や家庭を持

ちなさい」と教えてくださっています。 

仏教徒として大切なのは、自らをありのままに見つめていくこと、念仏を軸として生きていくこと

である。同性結婚もよし、異性同士の結婚もよし、未婚もよし、大切なのは、どのような生き方で

あっても、お念仏を軸として、自らをありのままに省みる生活をすることが大切である。 

ちなみに、私は、４年前に結婚した。なにかと口うるさい妻で、めんどくさいと思うこともあるが、

妻のおかげで、ありのままの自分を見つめることができ、前よりもお念仏を軸とした生活ができて

いるように思う。私にとって、この結婚という執着は、お念仏を聞かせていただく大切な縁となっ

てくれている。    合掌 

 
 

この度シアトル別院で開催されます真宗仏教徒セミナーは別院お

よび BCA の仏教会での LGBTQ の理解への目的です。浄土真宗の一

員として育ってきた方々で LGBTQ のかたがたにはぜひ出席して頂

きたくご案内いたします。 

すべての方への歓迎と受け入れる目標です。コンタクトはリン・

グッドウィッチかディーン・オーシールドまでください。 

 
11月 18日 10時―4時 

参加費 40ドル（大人）20ドル（生徒） 

申し込みはシアトル別院まで 

 

 

 

 

婦人会便り   
 

秋も深まり肌寒い季節ですが会員の皆様お変わりありませんか。 

婦人会総会：11月 19日。11時 45分より本堂にて。その後会員および将来の会員の方々とお茶会を催し

ます。総会のご案内状下部をお送り返されるかメールで出席をお申し込みください。 

 



先亡者追悼法要：10月 29日 1時。お参りありがとうございました。婦人会 778名の会員の先亡者の

方々を追悼、過去 1年で 9名が亡くなりました。ご法話は楠輪番より頂きました。法要の計画など委員

会とジョーンにお世話になりました。 

 

一日旅行：今年はベインブリ

ッジ島に総勢 15名が参加し

カープールで出かけました。

天候に恵まれ日系メモリア

ル・ウォール、博物館を訪問

のあとブロイデル保留地に到

着し昼食、その後、美しい庭

園を案内してもらい大変楽し

い一日となりました。 

 

写真はトミ頭本より 

 

 

 

FBWA 代表者会議：ナイナ 富田・加藤、和田まちこ、ジェーニー大川、

リアン西ウォングの 4名がフレスノでの代表者会議に出席した。会議の

内容としては、１、貯金額が大きいので投資などを考える委員会を作る。

２、世界大会で販売の門徒式章のデザインを承認、その元金費用として

FBWA から支出することを承認。大会の申し込みは 350ドルくらいにな

る。３、ハリケーンの被害にあった人たちに BCA より寄付をした。カ

リフォルニアの火事のお見舞いも受け付けられる。以前居られた藤田先

生にお会いしました。サリナスで元気にお勤めされています。日本語の

方々によろしくとのことでした。 

 

BWA 会計年度：BWA の一年は 11－10月末でしたが、別院の会計年度に

合わせて来年度より 1月より 12月となります。会費は来年１月に払わ

れると 12 末まで有効です。来年は総会が無く 2019 年の 1 月になります。 

 

寄付：ありがとうございます。 

清水春子ファミリーより 清水夫人のメモリー 

カッツ＆テリー谷野より 広尾芳江のメモリー 

 

亡くなった方： ご家族の方々には心から哀悼の意を表します。 

長年の婦人会会員であったメリー・志萱夫人がなくなりました。 

 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 
 
 
 
 
                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 


